
 伊藤 りち子

　安保法制＝戦争法につづいてＴＰＰ関連法、年金カッ
ト法、カジノ推進法を強行し、介護・医療・福祉を切り捨
てる安倍政権の暴走に不安が広がっています。
　憲法は、“戦争の放棄”とともに国は社会福祉、社会保
障及び公衆衛生の向上に努めなければならない（第25
条）と定めています。
　この憲法が息づく札幌へ、ともに力を合わせましょう。
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憲法が息づく
札幌へ！

９条を捨て「国防軍」を明記
――自民改憲案の認識ただす

派遣の前提は崩れている
――非軍事の人道支援に転換を

　「駆け付け警護」などの新任務の付与で、戦後初めて「戦
死者」をだしかねない南スーダンへの自衛隊派遣。
　国連も、内戦状態で「和平合意」は崩壊したと断定する
など、派遣の前提が崩れていることは明白です。これに対
し、市長は、「政府は『PKO参加５原則』を満たしている
との判断」だと、容認する姿勢を示しました。
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　札幌市議会第３回及び第４回定例会で、日本共産党札
幌市議団が行った活動と論戦を紹介します。

　憲法9条の「戦力の不保持」「交戦権の否認」を削除し、「国
防軍」の保持を明記する自民党改憲案。
　“ 戦争の放棄 ” を掲げる憲法を捨て去るようなことがあっ
てはならないとただしたのに対し、秋元克広市長は「（改憲
の）必要性や内容について慎重かつ十分な国民的議論が必
要」とのべ、改憲案を否定しませんでした。
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日本共産党札幌市議団の活動と見解を紹介します。
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――秋元市長に95項目の要望

秋元市長に要望書を手渡す伊藤団長

　「2017年度予算に関する要望」を秋元市長に提出し
ました。高すぎる国保料の引き下げ、入学準備金の入
学前支給を小学生にも行うなど、介護、医療、福祉、
子育て支援など95項目を要望しました。

高すぎる国保料の引き下げを

議会報告


